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だれが、何をしたの？
そのなぞをとくのは、自然探偵のあなたです！

カマドウマ

セスジスズメの幼虫

ミスジマイ

マイ

夏期特別展

「自然探偵・野道を行く」
探偵の目で自然の謎解きをしながら、平

塚市西部に広がる丘陵地の四季の動植物を

紹介します。美しい花・可愛い虫・不思議

な動物などを、写真と標本で展示する小学

生向きの特別展です。

■期間：1999年７月１８日(日)～８月２９日(日)

（月曜日・月末休館）

■時間：午前９時～午後５時(金曜日は７時まで)

■会場：博物館特別展示室

自然観察会

「自然探偵入門」
においをかいだり、さわったりしながら、

五感を活用して生きものを探し、見分ける

方法を学びます。アリの尾行や、顕微鏡の

観察、自然の新聞作りにも挑戦します。

■日：８月７日（土）

■時間：午前９時半～１５時

■場所：博物館・総合公園

■申込：７月２５日までに往復ハガキで（小中学生

と保護者に限る）
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みんなで調べよう　平塚のカタツムリ

今年度の「みんなで調べよう」では、平塚市内のカ

タツムリをテーマに選びました。以前と比べて、雨の

多い梅雨時にもカタツムリを見かけることが少なくな

っているのではないかという声をきっかけに決めたも

ので、市内にはどんな種類のカタツムリがいるのか、

市街地と郊外ではいる種類や数に差があるのか、カタ

ツムリが多く見られるのはどんな環境かなどを調べる

ことを計画しました。

全部で２９名の参加者があり、５月29日に博物館で

ガイダンス、６月６日に土屋で観察会を行って、カタ

ツムリの見つけ方や見分け方についての予備知識を持

って頂きました。その後、それぞれが家の近くで１ヶ

所、郊外で１～２ヶ所を分担して調査を行い、７月４

日に集めたカタツムリを持ち寄ってまとめの会を行い

ました。この調査では、大磯町の福田良昭さんにカタ

ツムリの同定などについて、指導を頂きました。詳し

いまとめは、現在進めているところですが、目立った

点を紹介することにします。

※今回の調査で、市内から記録された陸貝で種類のは

っきりしたものは、ミスジマイマイ・ヒダリマキマイ

マイ・ウスカワマイマイ・オナジマイマイ・コハクオ

ナジマイマイ・エンスイマイマイ・カドバリニッポン

マイマイ・ヒカリギセル・ニッポンケシガイ・タワラ

ガイ・ウメムラシタラ・コシタカシタラ・ヒメベッコ

ウ・トクサオカチョウジガイ・ホソオカチョウジガ

イ・オカモノアラガイ・ナガオカモノアラガイ・ナメ

クジ・ヤマナメクジ・チャコウラナメクジの２０種類

でした。予想したよりも多くの陸貝が平塚市に分布し

ていることが分かりました。

※代表的なカタツムリであるミスジマイマイは、調査

を行った２８ヶ所のうち、２４ヶ所もで記録され、思

ったよりも健在でした。市街地でも、松風町や桃浜町

などで見つかっており、古くからの住宅地では今でも

よく見られるようです。

※ミスジマイマイに次いで広く見られたのは、ヒカリ

ギセルでした。土屋や吉沢、南金目などの丘陵地だけ

ではなく、松風町のブロック塀でもたくさん見つかっ

たのが意外な結果でした。

※土屋ではオカモノアラガイの仲間が２種類、座禅川

ぞいの草むらで記録されました。オカモノアラガイは

水中にすむモノアラガイやサカマキガイに姿は似てい

ますが、カタツムリの仲間で、その証拠に目のついた

角を出します。

※コハクオナジマイマイという、本来は西日本に分布

するカタツムリが、数多く発生していることが分かり

ました。植木などについて持ち込まれたものが増えた

のかもしれませんが、関東では珍しい例で、福田さん

が学会での報告をされる予定です。このカタツムリは

黄色い内蔵が殻を通して透けて見えるので、見分けが

簡単です。

●夏期特別展

自然探偵・

野道を行く
好評開催中！

８月２９日まで
図録700円／読み聞かせに使え

る楽しい絵本です。ぜひお求め

ください。

オカモノア

ラガイ




